






































直径 9 cm の立木が 4m 間隔に分布すれば全層雪崩は生じないことを示した。ま
た，佐伯ほか（1979）は，積雪層に埋まる立木の直径が 6cm 以上になると積雪























刈田岳（標高 1758m）などからなる火山体で（図 1），100 万年前から活動を開始し，
32 万年前〜 12 万年前頃に火山体の大部分が形成された（高岡ほか，1989）。南
蔵王は刈田峠から南側の稜線をつくる火山体で，杉ヶ峰（標高 1745m），屏風岳（標
高 1825m），不忘岳（標高 1705m）などからなる（図 1）。南蔵王は 28 万年前頃
を中心に形成された（八木，2005）。
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　亜高山帯の下限である標高 1350m における気温観測によると，2012 年 11






蔵王火山の中央部〜南部の標高 1350m 以高を 50m 間隔の等高線で示す。等高線図
の作成には国土地理院の基盤地図情報数値標高モデル（5m メッシュ）を使用した。
オオシラビソ林の分布は，環境省自然環境局生物多様センターの「自然環境保全基











　2014/2015 年冬季の 11 月 1 日〜 5 月 1 日における平均気温は -3.7℃，日最低
気温は -19.5℃，日最高気温は 21.9℃であった。気温の日較差の最大値は 2015 年
4 月 27 日の 23.0℃，最小値は 2014 年 11 月 15 日の 1.9℃であった。この期間の
気温の特徴としては，11 月いっぱいは凍結融解のサイクルが認められるが，12
月 1 日〜 2 月 21 日はほぼ氷点下となったこと，2 月 22 日には最高気温が 2.1℃
となり，それ以後は最高気温が 0℃以上の日が断続的にみられたこと，4 月 1 日
以降は，最高気温が 10℃を越えるようになったことがあげられる（図 2-a）。
　2014/2015 年冬季の積雪は，2014 年 11 月 13 日に始まり，積雪深は 12 月の初
旬に 100cm を超え，2015 年 1 月初旬には 150cm を超えた。観測された最大積
雪深は 2 月 1 日の 242cm であった。その後，3 月 16 日の降雪を最後に積雪深
の増加はほぼみられず，積雪は 4 月 21 日に消失した。この間，積雪層の密度は
変化し続け，4 回の積雪断面観測によって，積雪水量は 637.2mm（2 月 16 日），
677.3mm（2 月 28 日），856.8mm（3 月 21 日），760.0 mm（3 月 29 日）と観測
された（図 2-b）。雪温は 2 月 28 日では全層が氷点下であったが，3 月 21 日およ
び 3 月 29 日は全層が 0℃であり，最下部にしまり雪の層がみられる以外はざら
め雪となっており，融雪が進行していることがうかがえた。
　積雪グライドは，林内では 2 月 21 日に初めて生じた。以後 3 月 5 日まで断続
的に滑動し，累積グライド量は 1.5cm となった。3 月 5 日〜 25 日には滑動はほ
とんどみられず，3 月 26 日〜 4 月 1 日に 1.0cm 滑動して累積グライド量は 2.6cm
となった（図 2-c）。林外では，2 月 10 日に初めて動き，2 月 14 日に 0.9cm/ 日，
2 月 20 日に 1.3cm/ 日，2 月 24 日に 1.4cm/ 日と加速した後，速度は弱まり，3
月 16 日に 1.9cm/ 日滑動した後，動きは収束した。累積グライド量は 21.1cm で










面では，菊池（1970）が冬季の積雪深がほぼ最大になる 1969 年 3 月 19 日に標
高 1150m 地点から地蔵岳山頂（1,760m）までの斜面で積雪深と密度の測定を行
ない，標高毎の積雪深を明らかにした。本研究では，菊池（1970）の観測とほ
ぼ同じ時期（2015 年 3 月 21 日，同 22 日，2017 年 3 月 20 日）に刈田岳の西側
斜面と熊野岳において観測した積雪深データ（佐々木未公表資料）を菊池 (1970)
のデータに加えて整理し，標高と積雪深の関係式を求めた（図 4）。また，積雪







































高モデル（5m メッシュ）を用いて作成した（図 7）。5m メッシュ毎に集計した
























よりは小さくなるであろう。たとえば，標高 1400 ｍの観測地における，2015 年







最大積雪深の 242cm を記録した 2 月 1 日時点でも積雪グライドは発生していな
い（図 2）。オオシラビソ林のギャップである「林外」では，2 月 10 日に初めて
積雪グライドが発生し，その後は日平均 0.4 cm の速度で緩慢に滑動した。一方，










一方，立木は 5m 四方に 20 本以上確認された。それらはオオシラビソを主とし，
胸高直径の最大値は 25cm ほどの立木である。樹幹の間隔は最大でも 2m ほどで
あり，多くは 1m 以内である。したがって，こうした立木が 2m ほどの厚さの積
雪層に立体的に杭のような役割となって積雪層のグライドに対する抵抗力となっ
ている可能性が考えられる。本観測地点の林外で積雪グライドが生じたのは 2 月
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